
キッセイ薬品内部統制基本方針 
 

キッセイ薬品工業株式会社は、「純良医薬品を通じて社会に貢献する／会社構成員を通じて社会に奉

仕する」という経営理念の下、役員及び従業員が総力を挙げて企業価値を向上させ永続的発展を目指す

とともに、社会的責任を果たすことをここに宣言する。本基本方針は、会社法に従い、当社の内部統制

システムの体制整備のために取り組む活動の基本方針を定めるものである。 

 

１．取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合するための体制 

1） キッセイ薬品行動憲章に則り、企業倫理・法令遵守をあらゆる企業活動の前提とすることを徹

底する。又、取締役会は、コンプライアンス推進部門責任者をして、コンプライアンス推進を統

括せしめると共に、取締役会の諮問機関としてコンプライアンス委員会を設置する。尚、コンプ

ライアンス委員会の委員長は、コンプライアンス推進部門の長とする。 

2） 取締役会は、取締役、監査役並びに従業員がコンプライアンス上の問題を発見したときの報告

及び迅速かつ適切な情報の収集、確保を行い適切な対応がとれる様、内部通報者保護法に従い、

法務部門責任者をして、通報・相談制度を構築し、特に取締役との関連性が高いなどの重要な問

題は、直ちに取締役会、監査役に報告されるよう体制の整備を行う。 

 

２．取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

1） 取締役会は、当社の取締役及び部門責任者の職務執行に係る情報の保存及び管理を適切に行う

体制を整備する。又、法務部門責任者をして、文書管理規程を運用せしめ、これにより、必要な

文書（磁気的記録その他の記憶媒体を含むものとする。）を関連資料その他情報と共に、その保存

媒体に応じて適切かつ検索性の高い状態で保存・管理する。 

2） 文書管理規程に定める文書について、取締役又は監査役から閲覧の要請があった場合に遅滞な

くその閲覧に供する。 

3） 文書管理規程の制定及び改定をするときは、事前に監査役会の意見を求め、取締役会の承認決

議を得るものとする。 

 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

1） 取締役会は、リスク管理規程その他の必要な社内規程を定め、業務執行に係るリスクの把握と

管理を行う体制を整備する。 

2） リスクの適切な抽出、評価及び対応を期すことを目的として、会社のリスク及び危機管理を経

営計画に対する個別のリスク、法的リスク及び危機管理、その他の危機管理の３つの領域に分け

て適切な部門に管掌させる。又、当社は、取締役会の諮問機関としてこれら３部門の部門責任者

を含むメンバーからなるリスク管理委員会を設置し、定期的にリスク管理体制整備の進捗状況を

監視すると共に、具体的な個別事案の検証を通じて全社的体制の妥当性に関する検証を行う。尚、

リスク管理委員会の委員長は、取締役社長が任命する。 

3） 各部門責任者は、リスク管理規程に従い、予め具体的なリスクを想定・分離し、有事の際の迅

速かつ適切な情報伝達とその対応体制を整備すると共に、規則・ガイドラインの制定、研修の実

施、マニュアルの作成を行う。又、新たに発生したリスクについては同規程に従い遅滞なくリス

ク管理委員会に報告し、適切に対処する。 

 

４．取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制 

1） 当社における一定基準以上の全ての事業は、その計画及び実施の段階において、取締役会又は

関係する取締役及び部門責任者その他の機関により、定期的或いは随時に適正かつ十分な科学的

根拠により検証され、必要な修正がなされなければならない。 

2） 取締役の職務執行の効率性を高めるために、連携と牽制とを意図して社内組織を構築し、社内

規程の定めに基づく明確な業務分掌、職務権限及び意思決定手続きを設け、適正かつ効率的に職

務の執行が行われる体制を確保する。 

3） 取締役会は、取締役及び従業員が共有する全社的な計画を策定し、各事業年度の半期毎に各部

署が実施すべき合理的かつ具体的な目標並びに効率的な達成方法を定める。又、効率化を阻害す

る要因を排除するなどの改善を促すことにより、目標達成の確度を高め、全社的な業務の効率化

を実現する体制を構築する。 



 

５．企業集団における業務の適正を確保する体制 

1） キッセイグループ行動憲章を定め、これに則り、グループ企業の取締役及び従業員が一体とな

って遵法経営を行う。 

2） 当社は、取締役会において関係会社管理規程等を整備し、一定の事項について各グループ企業

の取締役会決議前に当社関連企業管理部門に承認を求め又は、報告することを義務づけ、必要に

応じ当社取締役会の事前の承認決議を得るものとする。又、当社における管理領域毎に、効率性

向上のための施策を検討・実施する。 

3） グループ全体の通報・相談制度を設け、法律違反及び社内規則違反等に関する情報の収集、確

保に努め、グループ各社における自浄機能により、未然に適切な対応がとれるようグループ全体

の遵法経営体制を整備する。 

4) グループ企業は、その業態やリスクの特性に応じた適切なリスク・マネジメントを行い、当社は、

グループ企業のリスク・マネジメント全般を掌握し、助言、指導等の必要な施策を実施する。 

5) グループ企業の取締役等の職務の執行が効率的に行われるよう、グループ企業の業務分掌、職務

権限及び意思決定に関する明確な手続きを整備する。 

 

６．財務報告及び非財務情報の開示の信頼性を確保するための体制 

1） 財務報告等に係る内部統制構築･評価の基本方針を定め、適切に運用することにより、グループ

全体の財務報告及び非財務情報の開示の信頼性を確保する。 

 

７．監査役の職務を補助すべき使用人にかかる体制とその独立性に関する事項 

1） 監査役は、職務を補助すべき使用人が必要な場合、速やかに取締役社長と協議の上、補助者と

して内部監査部門の従業員を使用することができる。 

2） 監査役より、監査業務に必要な命令を受けた従業員は、その命令に関する限り取締役、内部監

査部門の長らの指揮命令を受けない。 

3） 補助者に任命された従業員の人事異動、人事考課、懲戒処分は、その内容につき、監査役会の

事前の承認を得なければならない。 

 

８．当社の取締役及び使用人並びにグループ企業の取締役、監査役及び使用人による監査役又は監査役

会に対する報告のための体制、その他監査役監査の実効性確保のための体制 

1） 当社並びにグループ企業の取締役会は、監査役会に報告すべき事項を監査役と協議の上定め、

当社取締役、部門責任者又は、グループ企業の取締役等が報告をする。 

2） 監査役会に対して、代表取締役と定期的に意見交換を行う機会を与えるほか、その要望に応じ、

取締役及び従業員に対するヒヤリングを実施する機会を与える。 

3） 監査役会に対して、独自に弁護士及び公認会計士を活用し、監査業務に関する助言を受ける機

会を保証する。 

4) 監査役又は監査役会へ報告を行った当社及び、グループ企業の取締役・従業員に対し、当該報告

をしたことを理由として不利な取扱いをすることを禁止する。 

5) 監査役の職務の執行について生ずる費用又は償還の処理については、監査役の請求等に従い速

やかに行う。 

 

９．反社会的勢力及び腐敗行為を排除するための体制 

1） キッセイ薬品行動憲章に則り、反社会的勢力及び団体との一切の関係を排除するための社内体

制を整備する。 

2） 腐敗行為禁止基本方針に則り、誠実・清廉な企業文化の陶冶に努め、法令・社会規範を遵守し、

且つ、公正な取引と健全な競争を事業の基本として、贈賄を含む、如何なる腐敗行為を事業活動

から排除する。 


